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中心市街地の活性化
に向けて 

    １ 中心市街地の範囲 

    ２ 中心市街地を取り巻く環境の変化 

      ３ 中心市街地の活性化に向けて 
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１ 中心市街地の範囲 

 

滝川市中心市街地活性化
基本計画（平成20年策定） 

 国道451号 国道３８号 

国道12号 

鈴蘭通 

滝川駅 

市役所 

都市機能の集積状況、中心市街
地としての重要度、各種取組み
が総合的かつ一体的に実施する
ことが可能な範囲等を総合的に
勘案して決定 
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２ 中心市街地を取り巻く環境の変化 

駅前広場整備事業 

栄町3-3地区優良建築物等整備事業 
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２ 中心市街地を取り巻く環境の変化 

 
・バスバースの整備 

・身障者駐車場の整備 

・駐輪場の整備 

・歩行空間の整備拡大 

・バリアフリー化 

・シンボル空間の創出 

 

 各駐車場・駐輪場、乗り場の整備により秩序ある空間を
創出し、歩行者の導線の確保やバリアフリー化により利用
者の利便性の向上を図った。 

♦駅前広場整備事業 
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２ 中心市街地を取り巻く環境の変化 

 
 
 

・クリニック 
・デイケア 
・介護老人保健施設 
・サービス付高齢者住宅 
・金融機関本店 
・公開空地 
・市民ギャラリー  
 

 クリニック等の利用者やその家族など、これまでなかっ
た人の流れが生じ、また公開空地や金融機関に併設された
市民ギャラリーなどの整備により中心市街地における人の
滞留にも寄与。 

♦栄町３－３地区優良建築物等整備事業 
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３ 中心市街地の活性化に向けて 

駅前広場整備事業 3-3地区優良建築物整備事業 

他計画との連動を図りながら、賑わいある中心市街地へ 
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都市計画マスター 
プランについて 

    １ 計画の目的及び役割  

    ２ 計画の位置付け  

    ３ 策定の経緯  

    ４ 計画の構成  

    ５ 基本方針及び基本目標  

    ６ 計画の見直し 
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１ 計画の目的及び役割 

【目 的】 

都市計画法第18条の２に規定する「市町村の都市計画に関
する基本的な方針」であり、概ね20年後の滝川市の都市づ
くりの将来像と基本方針を具体的に定めるとともに、市民
主体の都市づくりの指針として示す計画です。 

 
【役 割】 
  (１) 都市の将来像の明示 

(２) 都市計画決定・変更の指針 
(３) 都市の将来像と個別の都市計画の整合性の確保 
(４) 住民の都市づくりの指針 
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２ 計画の位置付け 
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３ 策定の経緯 

平成13年 滝川市都市計画マスタープラン策定 

平成４年都市計画法改正 

コンパクトシティへの転換 

10年が経過 

平成23年 滝川市都市計画マスタープランの見直し 
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４ 計画の構成 
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５ 基本方針及び基本目標 

基本目標１：高齢者・障がい者・子どもなど、みんなが暮らしやすい都市づくり 

基本目標２：既存ストックを活かした活力ある都市づくり 

基本目標３：豊かな環境を守る・活かす都市づくり 

コンパクトシティ、エコシティ、市民が創る都市 
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６ 計画の見直し 

（１）定時見直し（概ね10年後） 

（２）社会経済状況の変動による適宜見直し 
  

社会状況を踏まえた都市づくりの方向性を検討し、計画の進捗状況の
チェックを行い、計画の内容全体について見直します。 

方針を大きく変える必要がなく、都市づくりの方向性、基本方針に
沿った個別事項について見直します。 
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中心市街地部分の 
見直しについて 

    １ 中心市街地の整備方針図    

    ２ 中心市街地の整備方針の基本的考え方 

    ３ 中心市街地整備方針図の変更 

     (１) 交流ゾーンの新設について 

     (２) 住居ゾーンの集積について 

     (３) にぎわいゾーンの新設について 

 

Ⅲ 
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１ 中心市街地の整備方針図 
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２ 中心市街地の整備方針の基本的考え方 

• 都市計画マスタープランＰ５１ 

・既存の都市基盤を有効に活用して都
市の拠点性を向上 

・職住近接型の徒歩圏で利便性の高い
暮らしを実現 

 
にぎわいと魅力のある地域づくり 
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３ 中心市街地整備方針図の変更 

 (１) 居住ゾーンの変更 

 (２) 歴史資源活用ゾーンの変更 

 (３) にぎわいゾーン 
    交流ゾーン の新設 
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(１) 居住ゾーンの集積について 

居住ゾーン 
居住ゾーン 

滝川駅 

見直し後の居住ゾーン 現在の居住ゾーン 
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(１) 居住ゾーンの集積について 

 駅前広場の整備 

市内外の人の移動がスムーズ 

交通結節点の機能強化 

より利便性が高く暮らしやすい駅前周辺
へと「まちなか居住」を集積 
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(２) 歴史資源活用ゾーンの変更について 
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(３) 交流ゾーンとにぎわいゾーンの新設 

商店・飲食店街ゾーン 

交流ゾーン 

にぎわいゾーン 
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① にぎわいゾーンについて 

インバウンドを含めた観光客の増加に
伴い、滝川を訪れる観光客を呼び込み、
滞在時間の長期化を図るゾーンへ 

にぎわいゾーン 
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① にぎわいゾーンについて 
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 一つの観光地における滞在時間が短い、
一つの観光地しか行かないなど、市内に
おける観光客の滞在時間が短く、市内で
お金を使わない観光スタイルが多い。 

滝川市の観光の問題点 

市内での観光客の消費量を増やすためには、市
内に滞在する時間を長くすることが必要。 

① にぎわいゾーンについて 
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協力・連携 

観光資源 

観光資源 観光資源 

観光資源 

感じる 

観る 
食べる 

買う 

知る 

 

① にぎわいゾーンについて 
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② 交流ゾーンについて 

交流ゾーン 

駅前広場、3-3地区、公共公益ゾーン
を人が集まる拠点として捉え、それを
結ぶ鈴蘭通は、各拠点を結び拠点へ訪
れる人の流れを受け止めるゾーンへ 
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滝 川 駅  

栄 町 3 - 3 地 区  

公 共 公 益 ゾ ー ン  

鈴 蘭 通  

② 交流ゾーンについて 
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滝川市駅前再開発ビル活性化ビジョン 

② 交流ゾーンについて 
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３ 中心市街地整備方針図の変更 

居住ゾーン 

歴史資源 

活用ゾーン 

交流ゾーン 

にぎわいゾーン 
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変更に係るスケ
ジュールについて 

Ⅳ 
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変更に係るスケジュールについて 

H30年 ２月 庁内策定会議 
３月 都市計画審議会 
４月 北海道との協議 
５月 市民意見募集及び意見反映 
 
１月 都市計画審議会 
３月 変更完了 

H31年 
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